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落
雷
被
害
か
ら
身
を
守
る

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
毎
年
、
落
雷
に
よ
る
被
害

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
雷
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
雷
と
は

　

大
気
中
で
放
電
が
起
こ
る
現
象
で

す
。
湿
っ
た
空
気
が
激
し
く
上
昇
し
、

上
空
の
低
い
温
度
の
層
に
達
す
る
と
、

雲
の
中
で
小
さ
な
氷
の
粒
が
多
量
に
発

生
し
、
雷
雲
と
な
り
ま
す
。
放
電
は
、

雲
の
中
で
の
小
さ
な
氷
の
粒
の
衝
突
に

よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
雲
と
地
上

の
間
で
発
生
す
る
放
電
を

落
雷
と
い
い
ま
す
。

▪
特
徴

　

季
節
を
問
わ
ず
発
生
し
、
海
や
山
、

平
野
な
ど
、
ど
こ
で
も
落
雷
し
ま
す
。

落
雷
数
は
８
月
が
最
も
多
く
、
冬
の
期

間
の
約
１
０
０
倍
で
す
。
夏
は
広
範
囲

に
発
生
し
て
長
時
間
継
続
し
、
冬
は
一

回
あ
た
り
の
電
気
量
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
近
く
に
高
い
も
の
が
あ

る
と
、
そ
れ
を
通
っ
て
落
ち
る
傾
向
が

あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
や
砂
浜
な
ど
の
開
け

た
場
所
や
、
山
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
で

は
人
に
落
雷
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▪
安
全
な
場
所
は

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築
や
車
、
バ

ス
の
内
部
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

木
造
建
築
の
内
部
も
基
本
的
に
安
全
で

す
が
、
電
気
器
具
や
天
井
、
壁
か
ら
１
ｍ

以
上
離
れ
れ
ば
さ
ら
に
安
全
で
す
。

▪
近
く
に
安
全
な
場
所
が
な
い
場
合
は

　

電
柱
や
建
築
物
な
ど
の
高
い
物
体

か
ら
4
ｍ
以
上
離
れ
た

場
所
に
退
避
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
高
い
木
の

近
く
は
危
険
な
の
で
、

木
の
全
て
の
幹
や
枝
か

ら
2
ｍ
以
上
は
離
れ
ま

し
ょ
う
。
姿
勢
を
低
く

し
て
、
持
ち
物
は
体
よ
り
高
く
突
き
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
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対
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☎
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◉生活ガイドブックとは？
　在住外国人のための「生活ガイドブック」は、外国
の方の田原市での生活をサポートするための情報を
集めたもので、英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルト
ガル語・タガログ語の６言語版があります。見開きの状
態で、左側が日本語、右側が外国語になっていますの
で、日本人の方と一緒に読むことができます。
　このガイドブックに、外国人登録制度の廃止や、そ
の他の制度の変更、新たな情報などを盛り込んだ修
正版が完成しました。

◉市役所などで配布しています
　「生活ガイドブック」は、外国の方の転入時などにお配りし
ています。必要な方には随時の配布もしています。皆さんの
周りの方にも、ぜひご紹介ください。

◦配布場所
広報秘書課、市民課、渥美支所市民生活課
中央図書館、赤羽根図書館、渥美図書館
※市ホームページからダウンロード可
　
▶広報秘書課☎２２局０１３８
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

在住外国人のための「生活ガイドブック」
～外国の方が田原市での生活に
 必要な情報を集めた冊子修正版が完成～

～国内外との交流・多文化共生～
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